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VI. 電気通信（テレコム）産業における放送と規則（続き） 

F． 移動通信の成長 

1980代：自動車電話（端末供給をNTTが独占的にレンタル） 

1994：端末の自由化（端末レンタル廃止、メーカの自由参入・売切り制度） 

2004：8000万余の加入数 

（固定電話を追い越す） 

 

携帯→日常生活の必需品 

    

   

 

     成長が鈍化 

 

 

 

G． 電気通信産業における規制と競争 
1. 概要 

(i) 伝統的立場 

政府事業 

規制下の（自然）独占（ボトルネックの存在） 

 設備産業・ネットワーク産業としての特色（独占の「正当化」（？）） 

規模の経済 (Economies of Scale)  

――事業規模が大きいほど単位コストは低い 

範囲の経済 (Economies of Scope)  

――事業範囲が広いほど単位コストは低い 

ユーザ外部性 

――ユーザの数の多少で加入の効用が決まる 

独占価格 

事業体の利益追求のための独占価格（高価格）設定を規制 

ユニバーサル・サービスの保証（地域間サービスの差の縮小・価

格の平準化） 

研究開発の推進 

 

(ii) 新しい要因 

新事業者による競争（参入許可）――米国にはじまる 

技術進歩の成果の配分 

インターネットとの接続 

 メールも可能 

第 2世代： 

 ↓ 

第 3世代に移行中 



Hajime Oniki 
5/21/2004 

- 2 - 
oniki@alum.mit.edu 
www.osaka-gu.ac.jp/php/oniki/                                    D:¥Web¥oniki¥noframe¥jpn¥lecture¥ku-grad¥ecinf¥2004¥6-FG-Lin.doc 

          価格の下落（とくに長距離通信で――デジタル化による多重化） 

          サービス内容の高度化 

産業組織の変革の必要 

          参入・退出の自由化 

          価格設定の自由化 

          競争要因の増大（←技術進歩） 

        「携帯電話」「インターネット」の追い上げ 

          ＩＰ電話 

 

(iii) 競争と規制のバランス 

下部構造（回線・ネットワーク）と上部サービス 

地域サービス（独占）と長距離通信（競争） 

 

2. 「NTTによるアクセス独占」（ボトルネック独占）の問題 

市内電話回線における独占 

価格はコスト以下に据え置かれていた（？）。 

 

問題：NTTの独占、新規参入が困難 

     アクセス回線の独占 

     固定電話のアクセス 

 

 

 

 

無線 アクセスは競争状態（参入容易） 

 

国の規制が強い（郵政省→総務省） 

       （通信） 

 

ボトルネック独占があり、自由な競争を行うことができない産業においてど

のような価格を設定すればサービスの需要・供給側の双方に利益がもたらさ

れるか（？） 

規制下の料金の決め方 

総括原価主義 

収益率規制（米） 

   プライス・キャップ（英、米） 

有
線

どのように 

競争を入れるか 
電話局 

家
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回線開放・接続料金 

 料金を低位に規制 

  ADSLの急成長 

 NTTの経営困難（2003年ごろから） 

 接続料を見直し中（2004年） 

 

 

3. 「NTTによる垂直統合とインフラ独占」の問題 

(i) 他事業者との「公正競争」の実現 

      ――イコール・アクセス 

      ――NTT地域網との接続条件・接続料金 

  

(ii) 料金決定とインフラ独占による「内部補助」の問題 

 

内部補助：利益の上がる分野から赤字の出ている分野に組織内部で資金を回

すこと（内部補助金を出すこと） 

例：JRの新幹線から在来線への内部補助 

  NTTにおけるインフラからサービスへの内部補助 

（内部補助は市場を歪め、費用に対応する正しい需要の発現を

不可能にし、かつ、多くの場合時間の推移に伴って黒字・赤

字ともに大きくなる傾向があり、問題を含むことが多い。た

だし、新規事業・サービスの発足には既存部分からの内部補

助が必要なことが多い。） 

 

 通信分野 

  NTTがインフラを保有・独占供給 

   外部に供給→高価格 

   内部に供給→低価格 

  利益でインターネット分野で有利な地位を占める。 

   内部補助＜不公平＞ 

   （独占分野の利益で競争する） 

     →競争阻害 
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サービス種別 電話 
インター 
ネット 

ＣＡＴＶ 放送 
供給形体

種別 

（目標）

コンテンツ 
（電話・ 
Ｆａｘ内容） 

Ｅメール、Ｗ

ＷＷ 
放送番組 

ネットワーク 音声型伝送 
ＩＰパケッ

ト伝送 

ケーブル

送信 
放送 

電流、光 地上電波 

競争領域

媒体 
銅線、同軸ケーブル、 
光ファイバー 

（アンテナ） 

共同溝、とう道、管路、 
電柱間スペース 

スペース・設備 

地上・地下スペース 

地上電波 
スペース 

独占供給

領域 

インフラ種別 有線インフラ 無線インフラ  

 
 

情報伝送の階層構造（レイヤー構造） 
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サービス種別 電話 
インター 
ネット 

ＣＡＴＶ 放送 
供給形体

種別 

（目標）

コンテンツ  
  

ネットワーク 
 

 
 

  

競争領域

媒体 

  

 

スペース・設備 

 

 

独占供給

領域 

インフラ種別 有線インフラ 無線インフラ  

 

 
 

 
ＮＴＴ 

通信事業者 

 
 
 
 
ＣＡＴＶ

事業者 

 
 
 
 
放送 

事業者 

      通信・放送事業者の事業範囲（１） 
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サービス種別 電話 
インター 
ネット 

ＣＡＴＶ 放送 
供給形体

種別 

（目標）

コンテンツ 
 

  

ネットワーク 
 

   

 

 

 

 

競争領域

媒体 
 

 

 

スペース・設備 

 

 

独占供給

領域 

インフラ種別 有線インフラ 無線インフラ  

 

 
Yusen 

 
 
Yahoo 

BB 

 
 
電力 

事業者 

         通信・放送事業者の事業範囲（２） 
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9 
１1 

4 
6 

Aに支払 

上下統合 

事業者 A 

サービス 

事業者 B 

サービス供給価格 

 「内部補助」がある場合の価格形成 

インフラ

コスト 

サービス

コスト 

  

１０ １０ 

５  
５ 

Aに支払 

上下統合   

事業者 A   

サービス 

事業者B 

サービス供給価格   

.  

公平・公正競争下のサービス価格形成

 

インフラ 

コスト   

サービス 

コスト   
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d．  

 

 

4. 通信・放送インフラ 
地上電波スペース――限界有り 

 共同溝、とう道、地上・地下 etc.――限界なし（線を引けば増やせる） 

衛星軌道スペース――１本だけ（混雑） 

 

 

  

Eメール、WWW、IPパケット 

――クロスウエーブ 

  コミュニケーションズ → 経営困難  

   （優良企業） 

   （NTTから借りる） 

NTT（上下統合） 

    NTTの独占（価格を付けることができる） 

    NTTグループと提携（2003年） 

インフラ供給量（独占）

インフラ供給

価格（使用料）

需要 
均衡価格 

インフラ・サービスの均衡価格 

「価格変容」型の供給行動 
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例：放送に電波を使うのは無駄 

         （しかし歴史的、政治的事情がある） 

 

 

 

 

5. 公共的な要請と企業利益の調和 
(1) 研究開発活動（新しい技術・サービスの開発、全体としての産業発

展の基礎的な要因） 

研究開発、とりわけ基礎技術の開発は、多額の費用がかかるわりに

開発結果が他の経済主体にも使用される（公共財としての性質をも

つ）ので、私企業によるよりも公共的な組織によって運営されるほ

うが効率が高い。 

 有線 無線 

長所 限界なし 

（回線建設により、通信

を増加できる） 

安価 

（空中を伝わる） 

短所 高価 

（建設費用） 

限界あり 

（混信） 

 移動受信できない 移動受信できる 

地球

N

１本のみ 

衛星の場所とりで混雑（争い）

静止衛星軌道 

BS●● 

36000 

 

赤道 
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(2) ユニバーサル・サービス 

すべてのユーザに対して同一サービスを同一料金で提供できること。 

例：学校教育（義務教育） 

  郵便配達サービス（ポストの配置） 

（社会の基礎的なニーズを満たすための活動として必要） 

 


